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On the Relationship between Personal Tempo of Walking 
and Rhythmic Movements 
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クレストンは， リズムの構成要素をテンポ（ tempo, pace ），アクセン卜（ accent），リズ







































刺激音は30秒後になくなり，更に無音の状態で30秒間動作を続ける。テンポは 1. J=M. 
M .120 （パーソナルテンポに近い速さ）, 2 . J = M . M . 66 （遅い） 3 . J = M . M . 184 （速
い）の順で提示され，各試行の聞に30秒の休憩を入れる。④刺激音のテンポに合わせ，その場
足踏みでのリズムパターンを創作し行う。テンポは 1. J = M . M .184 （速い）， 2. J = 
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A B 差 よヒ
遅い（秒） 速い（秒） A-B （秒） A÷B 
一般群平均 1. 72 0.21 1.51 9.80 
(SD)n=l3 (0.54) (0.08) (0.58) (5.37) 
経験群平均 4.07 0.14 3.92 32.87 
(SD)n=lO (2.66) (0.05) (2.66) (28. 03) 
t 値 2. 750* 2.574 * 2 .588* 
全体平均 2.74 0.18 2.56 19.83 
(SD) n =23 (2. 74) (0.07) (2.17) (22.11) 
牢ニ P<0.05 
(1）「非常に速い」の一歩あたり所要時間
全体平均は0.18秒（ SD 0. 07）であった。このうち一般群は最大値0.23秒，最小値0.09秒で
あり，平均は0.21秒（ SD0.08）であった。経験群は最大値0.23秒， 最小値0.09秒で，平均は
0.14秒（ SD 0. 05）であった。
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全体平均で2.56秒（ SD 2. 21）であった。 一般群の最大値は2.58秒，最小値は0.57秒で，平
均1.51秒（ SD 0. 58）であった。経験群の最大値は11.13秒，最小値は0.94秒で，平均3.92秒（ SD
2.66）であり経験群の方が速度表現の幅が広かった。
(4）「非常に速い」と「非常に遅い」の比
「非常に速い」を 1とした場合の 「非常に速い」と 「非常に遅いJの比は，全体平均で
19. 83 ( SD 2.11）であった。うち一般群の最大値は13.9，最小値は3.71で平均9.80 ( SD 5. 37) 




ぞれにおいて t検定を行なった。 「非常に速いJはt=-2. 574 ( p <O. 05），「非常に遅いjは









順位相関でみた。「非常に速い」とパーソナルテンポは， T5=0.175 ( p >O. 05）で相関は見





































①J = M. M .120での全体平均は， J = M . M . 120. 4 ( SD 4. 23）であった。このうち一
般群の平均はJ= M. M .119. 2 ( SD 3. 06）でやや遅くなり，経験群の平均はJ= M. M 
. 122. 0 ( SD 4. 94）でやや速くなる傾向がみられた。②J= M. M .66での全体平均は J= 
M . M . 71. O ( SD 4. 62）であった。一般群の平均はJ= M . M . 71.1 ( SD 5. 00）であり，
経験群の平均は J= M . M . 71.0 ( SD 4. 07）で共に速くなる傾向がみられた。③J= M. 
M .184での全体平均は175.1( SD 8. 70）であった。一般群はJ=M. M.171.9 (SD9.28) 







J = M. M .120では0.33 % ( SD 
3.53）で最小であった。 J= M. 
















M.M.=66 M.M.=120 M.M.=180* テンポ
* =P <0.05 
図4 テンポ保持における課題テンポとのずれの割合
J = M . M . 66, J = M . M . 184では，経験群の方が課題テンポとの差が小さいが， J = 
M. M .120では一般群の方が差が小さくなっている。しかし，両群とも J= M. M .120は＋
ーの両方向に分散しているが， J = M. M. 66では＋方向に， J = M. M .184では一方向の
みに分散しパーソナルテンポに引き寄せられる傾向が見られる。 t検定を行った結果， J = 
M. M 184において一2.447 ( p <O. 05）で経験による有意差がみられた。 J= M. M .120で




歩行のパーソナルテンポに近い設定の J= M. M .120と順位相関を見た。その結果，J= 
M. M .120との聞にら＝O.780 ( p <O. 01）で1%水準で相闘が見られた。
(5）テンホ．保持と遅速感の「遅い」との相関
J = M. M .66における保持テンポと，遅速聞における「非常に遅い」のテンポとの相闘を
見た結果， rs=O. 853でJ= M. M. 66と「遅い」 の聞に， 1%水準で、順位相闘が見られた。
以上のことから考察を加える。 J= M. M .120においてもっとも誤差が少なく，また J=
M. M .120の保持テンポと歩行のパーソナルテンポに相闘が認められたことから，無記間隔
においては，歩行のパーソナルテンポは無意識のうちに個人内でテンポの基準となっているこ
とが分かる。J= M. M .66においてテンポが早まり， J = M. M .184において遅くなる傾
向は，短い間隔は過大評価され，長い間隔は過小評価されることが理由として考えられる。更
にJ= M. M. 66と 「非常に遅い」のテンポとに相闘が見られたことから，遅いテンポにおい













J = M. M. 66ではテンポを倍の速度（ J = M. M. 132）に取る誤りが一般群2試行，経
験群に 1試行見られた。 J= M. M .184では一般群においてリズムパターンの誤り1試行









一般群に2名みられた。 J= M. M .184では2試行みられ，内1名は J= M. M .121で行
なった。もう l名はリズムパターンの最後の拍の長さが特に不安定で計測不可能であった。 J




















自由創時テ ンポ パーソナルテンポ テンポの差 差の 絶対値
一般群平均 107 .8 108.3 -0.5 13.9 
(SD) n =13 (17.81) (56.82) (17.68) (10. 92) 
経験群平均 109.4 113.0 -3.6 14.4 
(SD)n=lO (20. 7) (8.99) (18. 30) (11. 86) 
全体平均 108.5 110.3 -1.9 14.1 
(SD)n=Z3 (18.84) (7. 73) (18.02) (11.34) 
(1）自由創作時のテンポの平均は J= M. M .108.5( SD 18.84）であり，最速 J= M . M. 
147から最遅 J=M.M.72に分布が見られた。
(2）一般群と経験群の自由創作時のテンポの差
自由創作時のリズムパターンはほぼJ= M. M .108を中心に分布し，経験群のほうが散ら
ばりが大きかった。 一般群は最速 J= M. M .137から最遅J= M. M . 72に分布し，テンポ
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は平均 J=M. M.107.8 (SD17.81）であった。経験群は最速J= M. M .147，最遅J= 
M. M.77の範囲で，平均J= M . M . 109. 4 ( SD 20. 07）であった。t検定を行なった結果
t＝一0.007 ( p >O. 05）で一般群と経験群の有意な差は見られなかった。
(3）自由創作時のテンポとパーソナルテンポの差
①自由創作時のテンポとパーソナルテンポとの差は，平均一1.3 ( SD 18. 02）で，非常に近
い値を示した。テンポの差を絶対値にすると平均14.4 ( SD 11. 34）で， 自由創作時にはテン
ポの幅が広がり分散の傾向に有ることがわかる。被験者ごとの差は，絶対値で一般群が13.9


































①行いやすさの得点は，中位の速さ（ J = M . M. 120）が平均3.52で一番多く，速い （J 










果J= M. M .120ではt=O. 81 ( p >O. 05), 
J = M. M .184ではt=0.65(p>0.05), J 
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